
令和元年７月３１日

　山陰海岸ジオパーク圏域広域観光活性化計画 ー

平成25年度　～　平成29年度　（5年間）

（H27末） （H29末）

指標① 【鳥取県・兵庫県　共通目標】山陰海岸ジオパークエリアの観光入込客数 ２８３万人 ２９１万人 ２９７万人

指標② 【鳥取県　単独目標】鳥取県内の山陰海岸ジオパークエリアの観光入込客数 １１６万人 １１９万人 １２２万人

事　後　評　価　

○事後評価 （中間評価）の実施体制、実施時期

整備計画構成自治体・団体 令和元年７月

鳥取県ホームページ

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　道路事業

番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29

1-A1-2 道路 一般 鳥取県 直接 鳥取県 県道 改築 現道拡幅 L=2.87km 鳥取市 390

1-A1-3 道路 一般 鳥取県 直接 鳥取県 県道 改築 現道拡幅 L=0.4km 岩美町 71

1-A1-4 道路 一般 鳥取県 直接 鳥取県 県道 改築 バイパス L=0.2km 岩美町 1,114

1-A1-5 河川 一般 鳥取県 直接 鳥取県 河川 浚渫、護岸、覆砂 鳥取市 1,250

1-A1-6 道路 一般 鳥取県 直接 鳥取県 県道 改築 バイパス L=1.5km 鳥取市 562

合計 3,387

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

1-C-1 ソフト 一般 鳥取県 直接 鳥取県 ジオライナーラッピング他 鳥取市 36

1-C-2 施設整備 一般 鳥取県 直接 鳥取県 自然歩道改修 91

1-C-3 機器整備 一般 鳥取県 直接 鳥取県 展示機器等の充実 岩美町 4

1-C-4 ソフト 一般 鳥取県 直接 鳥取県 映像資料の充実等 岩美町 17

1-C-5 施設整備 一般 鳥取県 直接 鳥取県 案内標識設置、駐車場拡張等 岩美町 8

全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

4,048百万円 Ａ 3,387百万円 Ｂ 0百万円 

アクセス道路整備事業（県道鳥取砂丘細川線（湯山工区））

アクセス道路整備事業（県道網代港岩美（Ｔ）線（浦富２工区））

アクセス道路整備事業（県道岩美（Ｔ）河崎線（新井２工区））

湖山池河川環境整備事業
アクセス道路整備事業（（仮称）県道鳥取空港賀露線（賀露工区））

事業者
省略
工種

要素となる事業名

（事業箇所）

ジオパークを楽しく学べる学習館充実事業

山陰海岸ジオパーク映像資料充実事業

事業実施期間（年度）

社会資本総合整備計画（広域連携事業）【事後評価書】

計画の期間

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

交付対象事業

全体事業費 合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

備考
当初現況値

事後評価の実施時期

公表の方法

事後評価 （中間評価）の実施体制

　鳥取県（兵庫県と連携）

(３％増） (５％増）

計画の名称

Ｃ

交付対象

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

（鳥取県、兵庫県）

　H22年10月に世界ジオパークネットワークに加盟した“山陰海岸ジオパーク”圏域において、鳥取・兵庫に分布する観光地間のアクセスを強化するとともに、ジオパークを広く宣伝するためのラッピング列車の運行やジオパーク
旅行商品の企画によるジオツーリズムの推進、ジオパークの魅力を実際に歩いて体感してもらう自然歩道の整備、ジオパークの文化的資産を資料や映像で紹介する山陰海岸学習館拡充等、広域的特定活動によって山陰海岸ジオ
パークの魅力を高め、周遊観光を促進し、広く圏域外からの来訪者の増加を図る。

・【鳥取県　単独目標】　観光入込客数５％増加（鳥取県内の山陰海岸ジオパークエリアにある拠点施設来場者数のH21～24年度の年間観光客数の平均値比）

重点計画の該当

中間目標値 最終目標値

661百万円

市町村名

(３％増） (５％増）

（Ｈ21～24平均値）

Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

16.3%

番号 事業者
省略

要素となる事業名
事業内容 市町村名

港湾・地区名

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

工種 （延長・面積等）

岩美町・鳥取市

全体事業費
（百万円）工種

一体的に実施することにより期待される効果

山陰海岸ジオパークPR事業

自然歩道安全対策事業

－

－

－ 山陰海岸ジオパーク拠点施設の学習館拡充事業

・【鳥取県・兵庫県　共通目標】　観光入込客数５％増加（山陰海岸ジオパークエリアにある拠点施設来場者数のH21～24年度の年間観光客数の平均値比）

（観光客の増加割合）＝（評価時点の観光客数　－　平成２１～２４年度の年間観光客数の平均値）／（平成２１～２４年度の年間
観光客数の平均値）

（観光客の増加割合）＝（評価時点の観光客数　－　平成２１～２４年度の年間観光客数の平均値）／（平成２１～２４年度の年間
観光客数の平均値）

－

－



1-C-6 施設整備 一般 鳥取県 直接 鳥取県 浚渫土砂による養浜 鳥取市 282

1-C-7 ソフト 一般 鳥取県 直接 鳥取県 ジオパーク活動の推進 鳥取市、岩美町 200

1-C-8 施設整備 一般 鳥取県 直接 鳥取県 ジオサイト誘導看板設置 鳥取市、岩美町 22

1-C-9 施設整備 一般 鳥取県 直接 鳥取県 ジオサイトへの移動、機能充実 岩美町 1

合計 661

番号 備考

1-C-1

1-C-2

1-C-3

1-C-4

1-C-5

1-C-6

1-C-7

1-C-8

1-C-9

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計 0

番号 備考

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・県道鳥取砂丘細川線（湯山工区）等の道路整備により交通の流れがスムーズになり、観光入込客数の増加に寄与した。

３．特記事項（今後の方針等）

一体的に実施することにより期待される効果

(参考)中間目標値
(H27末)

１１９万人
(３％増）

・本計画の事業により観光入込客数の増加を確認することができた。新たな事業によりアクセス性の向上や拠点施設の利便性を強化させ、入込客数増加による賑わい創出に寄与できる計画の実施を図ってゆく。

Ⅱ定量的指標の達成状況
指標①

２９７万人
(５％増）

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況 ・道路事業として整備した鳥取空港賀露線は、鳥取港と県西部を行き来する産業及び生活道路としても利用され、信号がなく移動できることから快適性・安全性が大きく向上している。

最終目標値

最終目標値

１２３万人
(６％増）

(参考)中間実績値
(H27末)

１３６万人
(１８％増）

２９１万人
(３％増）

３０８万人
(９％増）

(参考)中間目標値
(H27末)

(参考)中間実績値
(H27末)

　道路整備による観光拠点へのアクセス性向上や、効果促進事業及び地元市町
等の観光関連事業（ソフト）の効果により、観光入込客数が増加しており、目
標値を達成している。

指標②

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

最終実績値

１２２万人
(５％増）

1-A1-3のアクセス道路整備事業と一体となって、観光客等の車や観光バスの駐車場を拡張する等によって、観光客の利便性を高め、満足度の増大を図る。

－

－

－

－

山陰海岸ジオパークＰＲ看板設置事業

鳥取砂丘保全事業

山陰海岸世界ジオパークネットワーク推進事業

一体的に実施することにより期待される効果

山陰海岸ジオパークおもてなし施設整備事業

1-A1-2のアクセス道路整備事業と一体となって、観光客の満足度の増大・入込客数の増加のため、浚渫による養浜を行い、拠点施設である鳥取砂丘の保全・魅力向上を図る。

1-A1-3のアクセス道路整備事業と一体となって、山陰海岸ジオパークの認知度の向上や観光面等での活用に繋がる事業を実施することにより、山陰海岸ジオパークを活用した地域の持続的な発展を目指す。

1-A1-3のアクセス道路整備事業と一体となって、観光拠点施設へ誘導する看板を設置し、観光客の利便性を高め、満足度の増大を図る。

1-A1-3のアクセス道路整備事業と一体となって、ビューポイントの機能充実等、サービス向上を図る。

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

1-A1-3のアクセス道路整備事業と一体となって、観光拠点施設への周遊ルートを提案し、観光客の利便性を高め、満足度の増大を図る。また、鳥取・兵庫を繋いで運行する列車をラッピングをすることで広域的なPRに寄与する。

1-A1-2のアクセス道路整備事業と一体となって、観光拠点施設である中国・近畿自然歩道を整備・補修することにより、観光客の利便性を高め、安全度、満足度の増大を図る。

1-A1-3のアクセス道路整備事業と一体となって、観光拠点施設である山陰海岸学習館の展示機器等を充実することにより、観光客の利便性を高め、満足度の増大を図る。

1-A1-3のアクセス道路整備事業と一体となって、観光拠点施設である山陰海岸学習館の映像資料の充実等をすることにより、観光客の利便性を高め、満足度の増大を図る。

　道路整備による観光拠点へのアクセス性向上や、効果促進事業及び地元市町
等の観光関連事業（ソフト）の効果により、観光入込客数が増加している。
　しかし、以下の個別事情により目標値達成に至らなかった。

　・スキー場における積雪不足の影響で客数が減少。

　・鳥インフルエンザの発生により、鳥類展示施設において

　　一般公開を中止した影響で客数が減少。

工種

２８６万人
(１％増）



（参考図面）社会資本総合整備計画（広域連携事業）

計画の名称 山陰海岸ジオパーク圏域（鳥取県・兵庫県）広域観光活性化計画

計画の期間 平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 鳥取県（兵庫県と連携）交付対象


